
つして・ηゝ
「

角場学1見

〇虐えた寺財＼

1鹸泉。業福ムこ電するこ圧肉「の妙乗寺あ末寺だった。開島ぶ

敢自(鹸Ю年お 漱 秘薦 緋 幹 韓 球 (粧応嫌

寺に安置)(境内に)よ 魂」懇懸生,稲街れ・機鑑数など力ゞあ」亀

魂護胸奪■、ル繁寺itθ甕廃寺準なる。明治八年(1873)に 、
.夕

長払本長る7号の多に|つ東と寺漆堂協 t残蜘筆こレもふ導

毅がおどれたこの苑i斡籍は
'自

′眸まざ周之にわ :後に|え
櫻 ′ヽ蓄 携れ 四ヽ葛 1戯と撤 され亀:(軟
.野ホ摯稜) なお歳た寺弥に蘇現在、婚 貧麟 tじた、

「束た寺例瞳あ碑があるも          γ   ‐

9真二神た _ : |         ‐

新聾村に|よ 、人新土あ鎖守こし
´
て自島紳れ(東光寺持口神体自

石)、 首新上の鎮守こして諏訪紳社(自睡寺持:紳体木像)の企

社があった二明渤 年、末隆と真二こ政pた際に、訪菌凝 白

山紳れに含祀し、白山紳たと真彙 と改念ι払 この右祀のこ

さに絡躍ι:たの」翔″帳描待門だこぃゎ晨てはる。

-3_



0を頓 と林 堂

松本家は代表新主村め名

性とつこめた家む、財 各

「弓ゼi3食目ぜあるこし、う。

長右篠汗1な 白この購為する

臓朋山林 DE務 と獲地力駒

歩t苺ってぬた。 宅地は

ノ町2彙夢、燿囲た中牛え

ほどわ燿とあぐぢι、たの 伊藤音五郎による松本邸見取 図 (一町二反)「
1■  `j天重誌」ζJ下

~

内側に集地や顔解と設けtザ、た。

払木都は露治
'l年

の購 のことに,邊奥してしましヽ1当璃竜しの
ビt3ものは観 らこし、なし、が、私小畠内の墓4の位置と義円

鉢の真上公民鯉:におりだし、たス赫 ゎォる。

喫給椰年■私沐集あ珠たにな本家供機pたあ松本堂が遣(3れ :

語紅3年 には土地あ人々によ.っ て責薄家が行ない窪 。理在め真

上ム閾筆|よ 、こ赫 堂亀芭て直ιたものビある。

。磁 む超えた人たあ碑。      「 ■

真上公良舘に達乙Бれも、る
=昭

知判奪7月 に東浜協目虚嵐ぶ

平塚ち市民センタニ六=ノレぜ「真土相t撲二こ上演したことガを

,ガけになり事件中代着あ子孫等あ蕉名なおま顔ジ蒙豊b話がt
もあが,子 二花れ。碑|,よ戸,il貞血 市長b肇た'なる

“

た裡歯
―――――一争―

_

む
ず
螺
薗

午
一∬ダ
Ч
堪

′
′
ｏ
「
い
　
ヽ
「
４．
諄
”
婦
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

，
，
摯

I   T



たた人々 の碑
クこ議う印 がたまれてヽ 1う 。

凝

哭治十T奪キД三+六嵐人化郡新富村鮨むtた車春は新日

本め伸び力<過程に生む決 ″なt麺ゼあった。ま件以来

すぎにた十年余め織 が経 ぅた二ここに有も相はなツ

o‐ 駄 縣義電あ碑
伊
癬
氏
屁
碑

（
英
土
、
伊
藤
銀
減
驚
宅
地
内
）
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉヽ 、
″

好鷲
粍
機
解
纏
矯
製
膊
製
轟
鶴
鶴
ぴ

Ｔ
熟
鞍
世
之
趣
勢
面
尺
遂
検
察
精
究
確
拠
審
共
真
証
具
以
闘
事
状

也
因
彼
等
得
浴
予
特

典
服
役
数

歳
脱
鬼
籍
也
実
誠
此
事
明
治
九
年

乃
至
同

二
十
年

是
蓋
欄
Ｔ
之

明
也
宜
哉
各

九
如
所
以
至
不
絶
宗

祀

者
鴫

呼
専
候
子
閣

Ｔ
之

仁
恵
実

子
力
斯
人
大
頌
閣
下
之
徳
予
欲
共

熙

末
散

略
就

‥―‥
来
摘
共
梗

概

云
爾

　

　

　

　

　

　

　

・

・　
　
大

正
三
年
八
月
　
　
　
　
　
下
野
　
　
文
郷
敬
撰
井
書

車弁に龍 ともっ発霊のために罐 とおこない思急 たの

婢とたtてえ遠:の 平́史む祈二たのであるo

融細 四 十 一年 十九 二 十六 日  .メ

'11真

縦 告

明治|1午 |1月 2ご軍に省置主迄

繭財喜と嶋撃し、夜S麻生員

捕えおれた。波 に対酸蜃i`

村ぐなも,歯墓嫌製動がまき慮

;た。この運動に自だされるが

たもじ、当亀わ縁
'|1県

C夏膨守

鰭は中央敵 に「真二事件藤末
■―申書1と提出ι:質置主この

温担に努力ととた。こたぷの動

tにより横浜麟 裁判所の判決p後、罪二等と減.CSれることになった

隻撃者のななの1人 、俸東兵左衛円痰数禦θ革|■筵せおれたが、

-6

．

‐
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
ヽ
「
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